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176 世界の日本語教育













ヴァキア(当時)ではヒルスカー (Vlasta Hilská) が 1939年に口語日本語の教科書を出版したと
している3．またハンガリーについても 1924年にプレーレ・ヴィルモシュ (Präohle Vilmos) が






































まず，考察対象の書籍を紹介しよう．書名は “JAPÁN NYELVTAN (Gyakorlati japán-
magyar-német beszélgetésekkel, hét eredeti japán irástáblával)”5である．書名の邦語訳は
“日本語文法(実用的日本語—ハンガリー語—ドイツ語会話，7種類の日本語文字一覧付き)” であ
る(以後 “日本語文法” と略記)．著者は不明であるが，ブダペストにある Révai és Salamon ny.
(レーヴァイとシャラモン出版社)で出版されている．
この書籍は “Rozsnyai Gyors Nyelvmester” (“ロジニャイ スピード言語マスター”)という
言語速習本シリーズの一つとして 1905 年に出版されたもので，ページ数は 65頁ある．表紙に




5 “JAPÁN NYELVTAN (Gyakorlati japán-magyar-német beszélgetésekkel, hét eredeti japán
irástáblával)” (Budapest: Révai és Salamon ny., 1905) OSzK (Országos Széchenyi Könyvtár) 国
立セーチェーニ図書館，21.067.
178 世界の日本語教育
および 48頁から 56頁にかけて書かれている ‘ハンガリー語・日本語辞典’ の部分も，日本語の
ローマ字書きのほか，ハンガリー語の単語しかない．このことから，著者が想定していた読者の
対象がハンガリー語の母語話者であったことは間違いないであろう．






















A: 日本語の口語音声と発音(1 母音とその発音，2 子音とその発音，3 二重子音，4 音節の
発音一覧)，B: 音節の形成，C: 音の変化，D: ストレス(強調)，E: 名詞，F: 形容詞，G:
ママ ママ ママ ママ ママ ママ
代名詞，H: 数詞，J: 副詞，K: 後置詞，L: 接尾辞，M: 接続詞，N: 動詞，O: 語構成．
——————————————————
6 同シリーズで出版されたのは，q ハンガリー語(ドイツ語話者用)，w ドイツ語，e フランス語，r 英
語，t イタリア語，y ロシア語，u スペイン語，i ポルトガル語，o ラテン語，!0 ルーマニア語，
!1 スロヴァキア語，!2 セルビア語，!3 クロアチア語，!4 チェコ語，!5 日本語，!6 ヘブライ語，!7






上記のように “日本語文法” は，大きく分けて五つの部分から成り立っている．すなわち q
‘文法’，w ‘会話集’，e ‘単語集’，r ‘文字について’，t ‘日本語文章例’ である．文型練習
や練習問題などドリルの部分は一切ない．したがって独学用の教科書と銘打っているものの，   実
際には独習者には利用が難しい．
2–1. ‘文法’ 部分の説明について









7 前掲 “JAPÁN NYELVTAN” (Budapest: Révai és Salamon ny., 1905) ‘日本語のアルファベット
はアイウエオというがこれには同時に (欠落) 母音が含まれている．以上にハンガリー語の a, i, u, e, o
と同一と考えることはできない．日本語の母音については，次のことを基本的に知っておく必要がある．
全ての母音はもともと短い．たとえばハンガリー語の母音 nagy (大きい)の a，kis (小さな)の i，csurog
(流れる)の u，nem (ない)の e，sok (たくさん)の o に似ているが，i と u は特に短く，聞き取れない
ほどであり，往々にしてその音を省略してしまう．たとえば “ひとつ (hitotsu)” は htocz，“ふたつ






9 同上書 q 名詞の説明の中で最初に名詞の性について述べている(5頁)．‘日本語には性による単語の相
違は存在しない．しかし，生き物についてその性差を表現したいときには男性であれば o- または os-
を，女性であれば me- または mes- という言葉で表す．これらは名詞の前に常に現れる．あるいは os
または mes の後に名詞 (欠落) が現れる．’ w 再帰代名詞についての説明は本来必要ないはずだが入っ
ている(11頁)．‘日本語には再帰表現がない．カラダとかミという言葉を使って次のように表す．“カラ
ダヲアラウ”’ e 名詞については性，数と敬意表現に大きな注意が払われている(4から 11頁)．







(4) 文法説明の中で動詞に大きな関心が払われている．その説明によると ‘連用形’ を動詞の







会話集には全部で 235の会話体の文が，‘郵便局’，‘住居’，‘食事’，‘飲酒’ などという 13の
テーマごとにまとめられている16．ページの構成は左から q ハンガリー語，w ドイツ語，e 日
——————————————————
11 同上書 ‘(日本語には)名詞の前の定冠詞は存在しない．名詞を主語として使う場合は ga または wa を後
ろにつけて使う．しかしながら mo，to，ya，aruiwa，bakari なども主語を表す場合がある．ga は(私の
雑駁な知識では)その単語を主語であるとはっきり示す場合に使い，wa は主語を強調する場合に使うので
ある．たとえば “雪が降ります”，‘その場所はあいていますか．’ というように．’ この部分は，著者が主
格としての ‘が’ と ‘は’ の区別の説明が必要であると認識しつつ，それができないことを表している．
12 関 正昭 “日本語教育史研究序説” 241頁．
13 前掲 “JAPÁN NYELVTAN” q ‘ku + wa: kwa または ka，gu + wa: gwa または ga である．この澄
んだ発音(おそらく後者のこと)は東京の言語用法において習慣的である’ (4頁)．w 一人称人称代名詞
の中に ‘わし’ がある(7頁)．e 二人称人称代名詞の中に ‘おもと’ がある(8頁)．r 動詞 home の
命令形 homeyo と書いてあり，homero はない (27頁)．t 形容詞の音便形 takai (たかい) ⇒ tako
(たこう), warui (わるい) ⇒ waro (わろう), hiroi (ひろい) ⇒ hiro (ひろう)となっている．ただし，
mazushii (まずしい) ⇒ mazushiku (まずしく)となっている (6頁)．y 動詞 konomi の打消しの音
便形が konomanu となっている．(ただし，konomanai も併記されている．)(21頁)．u 否定表現の
過去形に ‘ナカッタ’ とともに ‘～ナンダ’ が使われている(21頁)．i ‘太っている’ という意味で
“hotehote” という言葉，また ‘手をたたいて’ という意味で “chocho” という表現が入っている(17
頁)．この二つについてはどのような日本語の単語に対応するのか当初まったく不明であった．ところが，
筆者が 2003年 9月に行った発表の際，日本人参加者の中から次の意見を聞くことができた．前者につい




15 同上書 31頁 ‘今日においてすでに日本の知識人はすべて丁寧な形の動詞の活用を用いる．それは決して
自分の雇い人の前だけではなく，最低限の敬意を示さなければならない場合は誰の前でもそうである．
知らない人や自分と同じ地位の人の前では更に丁寧な形にする必要がある．例えば自分の従者であれば
‘watashi no heya ni mimotsu wo motte koi! (わたしのへやにみもつ(ママ)をもってこい．)’ という
ことができる．しかし，もし他人の従者に同じことを頼もうとするなら ‘watashi no heya ni mimotsu
wo motte kite o kure. (わたしのへやにみもつ(ママ)をもってきておくれ．)’ となる．また，もし親し




16 同上書 35–47頁 テーマは次のとおり．( ) 内の数字は取り上げられた文の数である．q 質問(14)，
w 日本語の会話(9)，e 住居(26)，r 食事(17)，t 飲酒(9)，y 朝食(13)，u 郵便局(9)，i 時刻










居’ のテーマにまとめられている部分にある．日本語文が ‘kono heya wa chísasugiru ga hoka
ni óki no wa nai ka? (この部屋は小さすぎるが，ほかに大きいのはないか．)’ と普通体の文に
なっていて，これはちょっと横柄な感じを受ける．一方これに対応するハンガリー語文は ”Ez a
szoba nekem kicsiny; nincs egy nagyobb?”，ドイツ語文は „Dieses Zimmer ist mir zu klein;
Haben Sie kein grösseres?“ となっている(主語が三人称)．また，別の部分では日本語文が ‘sore
wa takasugite watashi ni wa harae nai. (それは高すぎて私には払えない．)’ となっているのに
対し，ハンガリー語文が ”Az drága, annyit nem ﬁzethetek.”，ドイツ語文が „Das ist mir zu

















17 会話集の文 235 のうち，普通体の文は 34である．
182 世界の日本語教育
（   マ���  マ ）
ないだろうか．そうであればその直後の ‘Ó anata wa jitsu ni go-shinsetsu de gozimarasu.






















の ‘シ’ と ‘ツ’ の形を見ても，今日のヨーロッパ人の学習者にみられる特有の形をしている(図
1参照)．
しかし，単なる初歩的な日本語学習者ではないと思われる．なぜなら，カタカナ一覧表の





き表されている(図 3参照)．題名は ‘虎と狐との話’，内容は ‘虎の威を借る狐’ の故事を短くま
18320世紀初頭ハンガリーで出版された日本語教科書とその時代背景






あ ときとら いってい きつね とら く そのとききつね とら むか
或る時虎一疋の狐 を捕へてそれを食わんとせり．其時 狐わ虎に向いてわれわけだもののおーにして
も われ く たちま ばつ べ い しかしとら しん ゆえ きつね また
(欠落) なんぢ若し我を食わゞ 忽ち罰をこーむる可しと云へり．併虎わそれを信せざりし故に狐わ又
なんじ も わ ことば わ うしろ けだものみなかなら われ おそ に はし い とら
汝若し我が言をうたがわば我が 後 (欠落) すべての 獸 皆必ず我を畏れて逃げ走らんと云へり．虎
きつね こ と ば そ あゆ けだもの みなとら に はし
わ狐の言葉をためさんと其のあとにつきて歩みしにすべての 獸 わ皆虎をおそれて逃げ去れり．されど
とら おのれ おそ に こころ まこと きつね おそ こと おも しゅじん いきおい おや い こ ー
虎わ巳を畏れて逃げしとわ心づかず，眞に狐を畏れし事と思えり．されば主人の 勢 またわ親の威光
い ば もの ことわざ とら い か きつね い
をたのみて威張る物を 諺 に虎の威を借る狐と云うなり．
物語の本文の中にはいくつかの間違えがある．一疋(いっぴき)を ‘イッテイ’ と読んでいると
ころ，‘去る’ を ‘ハシル’ と読み下しているところなどはこのレベルの学習者としては決して珍
しくない，むしろよくやっている学習者の誤用である．しかし，接続助詞の wa について，本来


















































































トリノで客死した独立革命の指導者コシュート (Kossuth Lajos) の遺骨の埋葬等を指す．
21 矢田俊隆 前掲 “ハンガリー・チェコスロヴァキア現代史” 70頁．















年代から 1920年代までハンガリーで出版されていた出版物の中に “日曜新聞” という週刊誌が
あった．同誌に日本関係の記事がはじめて掲載されたのは ‘ペリー来航’ についての記事で，






牧野伸顕 “回顧録” (上) 265頁(中公文庫，4版，1992年) で牧野伸顕は次のように述べている．‘墺太利
は(日露戦争の)成行きについて直接の利害関係を持たないので，その点で態度を左右されることは無かっ
たが，その宮廷と政府はバルカン半島において露国と表面提携しつつあり，. . . ’．
25
ホンガリア ポーランド
同上書 267–268頁 ‘今度の戦争では洪牙利および波 蘭貴族の大部分は日本に同情し，(中略) 洪牙利の
貴族は更に積極的に日本に同情を示して，その勝利を望んでやまないという態度だったが，墺太利およ
びボヘミアの貴族は概して露国側だった．しかし，それも大勢から言えばあまり熱意はなかった．’





同上書 308頁 ‘そのころ(1905年: 筆者注)ブダペストを通過する日本人は何の縁故もない洪牙利人たち
に近づかれて歓迎されるほどの人気であり，. . . (後略)’
28 メツゲル (Metzger Ferdinand) は戦間期，ハンガリー王国時代の在京公使館通訳官で 1939年にハン
ガリーの著名な詩人，ペテーフィ・シャーンドル (Petäoﬁ Sándor) とアラニ・ヤーノシュ (Arany János)
の詩集の翻訳を行い，1944年にはハンガリー語と日本語の大辞典を出版した．
29 前掲 “日本と東欧諸国の文化交流に関する基礎的研究” 103頁 ‘ハンガリー =日本文化交流の歴史と現
状’ 資料: メツゲルからの手紙の訳文より ‘私がなぜ日本語を学ぼうとしたのか．それはプッチーニの




































33 „Vasárnapi Újság “日曜新聞” -Karácsonyi Melléklet (クリスマス別冊)” 1906年 12月 25日号．同
紙は 1854年に創刊された定期刊行物で，図版を多く取り入れた編集が人気を集め，1860～70年代にお
いては最も人気のある出版物の一つであった．










































35 関 正昭，前掲 “日本語教育史研究序説” 68頁．
190 世界の日本語教育
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